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第 1号

岩元 文雄 氏
（いわもと ふみお）

本会理事長

武井 佐代里 氏
（たけい さより）

厚生労働省老健局高齢者支援
課長（当時）

い
と
し
た
。
そ
し
て
、「
高
齢
者
人
口
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
に
向
け
て
、

『
健
康
寿
命
を
３
年
間
伸
ば
す
』、『
介
護

現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
』
と
い
っ
た
大

き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
一
方
で
、
現

場
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
も
重
要
。
研
究
大
会
は
、

日
々
の
業
務
を
振
り
返
り
、
検
証
し
、
発

表
す
る
。
お
互
い
の
刺
激
と
な
る
、
大
変

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
」と
述
べ
た
。

■
２
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
➡
承
認

　

第
１
号
議
案 

平
成
30
年
度
事
業
報
告

（
案
）に
関
す
る
件

を
担
う
専
門
職
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
質

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
新
し
い
時

代
の
新
し
い
歩
み
を
、
本
会
の
み
な
ら
ず
、

業
界
全
体
で
進
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

【
来
賓
挨
拶
】

武
井
氏
は
、
ま
ず
、
本
会
が
福
祉
用
具

の
提
供
に
関
す
る
専
門
的
な
人
材
の
育
成

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た

開
会
に
当
た
り
、
岩
元
理
事
長
は
、「
改

元
後
、
ま
た
Ｆ
Ｊ
Ｃ
と
の
合
併
後
初
の
定

時
社
員
総
会
で
あ
る
本
日
は
、
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
初
の
全
国
規
模
の
研
究
大
会

の
開
催
日
で
も
あ
る
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
で
問
題
や
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
福

祉
用
具
貸
与
事
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

〝
追
い
風
〟を
感
じ
て
い
る
。
今
、
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
に
は
、
社
会
保
障
の
一
端

令
和
元
年
度 

定
時
社
員
総
会（
６
／
17   

in
東
京
）

新
た
な
時
代
の
幕
開
け
に
新
た
な
仲
間
と
と
も
に

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の

専
門
性
の
拡
充
を
目
指
す

去
る
６
月
17
日（
月
）、
本
会
は
、
令
和
元
年
度
定
時
社
員
総
会
を
開
催
し
た
。「
第
１
回
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
研
究
大
会
」と
の
同
日
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
議

員
や
賛
助
会
員
な
ど
、
多
く
の
会
員
が
参
集
し
た
。
来
賓
に
は
厚
生
労
働
省
老
健
局
高
齢
者

支
援
課
の
武
井
佐
代
里
課
長（
当
時
）と
、
長
倉
寿
子
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
指
導
官
を
お
招

き
し
た
。
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実
、「
ふ
く
せ
ん
レ
ポ
ー
ト
」
の
発
行
、

各
種
テ
キ
ス
ト
等
発
行
の
検
討

■
調
査
・
研
究
に
関
す
る
活
動

⃝

厚
生
労
働
省
老
健
事
業
へ
の
取
り
組
み

⃝

世
田
谷
区
福
祉
用
具
訪
問
調
査
へ
の
協

力
、
他
の
自
治
体
に
対
す
る
同
事
業
の

普
及
啓
発
活
動

■
広
報
に
関
す
る
活
動

⃝

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役
割
と
重
要

性
を
ア
ピ
ー
ル

⃝

『
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
用
語
解
説
小
冊
子
』

作
成
お
よ
び
配
布
（
全
国
生
活
協
同
組

合
連
合
会
・
全
国
労
働
者
共
済
生
活
協

同
組
合
連
合
会
か
ら
の
助
成
金
事
業
）

⃝

バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
９
、
Ｈ
．Ｃ
．Ｒ
．

２
０
１
９
へ
の
出
展
、
福
祉
用
具
の
日

協
賛
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催　

⃝

公
式
サ
イ
ト
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
充

■
委
員
会
等
の
設
置
・
開
催

◦「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
更
新
研
修（
ふ

く
せ
ん
認
定
）」開
催
検
討
委
員
会

⃝

「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
Ｓス

ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ーＶ

養
成
研
修
」検
討
委
員
会

⃝

Ｆ
Ｊ
Ｃ
協
会
の
業
務
移
管
に
伴
う
会
員

向
け
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
検
討
委
員
会

⃝

「
第
１
回
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
研
究

大
会
」開
催
に
向
け
た
実
行
委
員
会

■
会
員
・
組
織
の
増
強

⃝

会
員
増
強
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
運
動
の
展
開

⃝

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
運
営
支
援

⃝
新
規
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
立

⃝
賛
助
会
員
制
度
の
充
実
と
入
会
促
進

■
政
策
提
言
、関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化

■「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
研
修
ポ
イ

ン
ト
制
度
」
の
普
及
・
推
進

■
研
究
・
研
修
に
関
す
る
活
動

⃝

「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
更
新
研
修（
ふ

く
せ
ん
認
定
）」の
普
及
・
開
催

⃝

「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
Ｓ
Ｖ

養
成
研
修
」の
開
催

⃝

「
第
１
回
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
研
究

大
会
」の
開
催

⃝

各
種
認
定
研
修
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け

る
各
種
研
修
会
、
Ｆ
Ｊ
Ｃ
協
会
の
業

務
移
管
に
伴
う
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
の

開
催
支
援

　

第
２
号
議
案 

平
成
30
年
度
決
算
報
告

（
案
）に
関
す
る
件

■
報
告
：
令
和
元
年
度

　
　
　
　

事
業
計
画
に
つ
い
て

基
本
方
針（
要
約
）

①
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
質
の
向
上
に

関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、
福
祉
用
具

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
を
可
能
と

す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
研

修
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
普
及
を
は
じ
め
と

し
た
自
己
研
鑽
を
実
現
す
る
環
境
整
備

の
推
進
を
図
る
。

②
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
や
展
示
会
等
を
通
じ

会
員
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

政
策
や
制
度
の
動
向
を
注
視
し
対
応
を

図
る
。
必
要
に
応
じ
、
提
言
等
を
行
う
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
地
域
に
根
差
し
た

活
動
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
の
存
在
と
役
割
に
つ
い

て
、
多
職
種
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
な

活
動
を
行
う
。

④
Ｆ
Ｊ
Ｃ
協
会
か
ら
の
業
務
移
管
を
滞
り

な
く
実
施
す
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｊ
Ｃ
会

員
の
本
会
入
会
を
促
進
す
る
た
め
に
必

要
な
活
動
を
行
い
、
会
員
増
に
つ
な
げ
、

本
会
の
職
能
団
体
と
し
て
の
地
位
向
上

を
図
る
。

⑤
職
能
団
体
と
し
て
の
影
響
力
を
高
め
る

た
め
、Ｆ
Ｊ
Ｃ
会
員
の
本
会
入
会
目
標

１
０
０
０
名
を
加
え
た
３
４
５
０
名
を
今

年
度
末
目
標
と
し
て
会
員
増
を
図
る
。

平成30年度 功労者表彰
総会当日にご参加いただいた対象者に、岩元理事長から表彰状の授与を行いました。

ー 永年表彰 ー
〔入会期間10年の会員・賛助会員〕

　前野由美氏（株式会社ボーソー）

ー 表 彰 ー
〔会員増強・プラスワン運動の功労者〕

（写真後列左から）八坂肇氏（株式会社ヤサカ）
浦野徳也氏（株式会社ポートリハビリサービス）

加藤薫氏（株式会社蔵王サプライズ）
（写真前列左から）鈴木みどり氏（株式会社トップコーポレーション）
岩元理事長／前野由美氏（前掲）／林誠氏（株式会社ウィードメディカル）
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「
自
立
支
援
の
観
点
で
福
祉
用
具
の
活
用

は
欠
か
せ
ず
、
そ
の
実
現
に
際
し
、
大
き

な
力
を
発
揮
す
る
の
が
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
で
あ
る
。
研
究
大
会
の
成
果
が
、
多

く
の
人
へ
直
接
届
く
こ
と
を
祈
念
す
る
」

（
大
島
氏
）。

【
記
念
講
演
】

「
平
成
か
ら
令
和
へ
、福
祉
用
具
業
界
に
期

待
す
る
こ
と
」

開
会
に
際
し
、
大
会
長
を
務
め
た
岩
元

理
事
長
は
、「
日
頃
現
場
で
培
っ
て
き
た

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
し
、〝
福
祉
用
具

の
ち
か
ら
〟
を
こ
の
会
場
だ
け
で
な
く
全

国
に
伝
え
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
た
。

【
来
賓
挨
拶
】

厚
生
労
働
省
老
健
局
長
大
島
氏
は
、
介

護
の
効
率
化
を
目
指
し
て
〝
介
護
現
場
革

新
プ
ラ
ン
〟
な
ど
を
進
め
る
中
で
の
、
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

第
１
回
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
研
究
大
会
開
催
！

大
会
テ
ー
マ
は

「
伝
え
よ
う
！

福
祉
用
具
の
ち
か
ら
を
」

【
教
育
講
演
】

「
現
場
か
ら
発
信
す
る
福
祉
用
具
の
有
効

性
に
つ
い
て
」

大島 一博 氏
（おおしま かずひろ）
厚生労働省老健局長

中村 秀一 氏
（なかむら しゅういち）

一般社団法人医療介護福祉政策
研究フォーラム 理事長

東 祐二 氏
（ひがし ゆうじ）

国立障害者リハビリテーション
センター研究所

障害工学研究部 部長

発表者の皆様お疲れさまでした!! （発表順）

【ポスター発表】　　　　　　　　　　　 　   …本会会員

佐藤隆之氏 株式会社トーカイ横浜支店

村田沙織氏 株式会社ランダルコーポレーション

宮部裕貴氏 株式会社マルベリーさわやかセンター帯広

久保博隆氏 株式会社カクイックスウィング鹿児島営業所

宮野貴幸氏 株式会社仁済 訪問看護ステーション品川

船津裕之氏 川村義肢株式会社

南﨑友晴氏 株式会社カクイックスウィング宮崎営業所

飯田悠太氏 株式会社フロンティア

佐藤啓太氏 フランスベッド株式会社

東浦　透氏 ケアウェル安心株式会社

水越良行氏 株式会社ヤマシタ

三浦晃嗣氏 株式会社マルベリーさわやかセンター岩見沢

淺野亘里氏 株式会社マルベリーさわやかセンター苫小牧

植野雅晴氏 日本基準寝具株式会社

三谷和久氏 株式会社カクイックスウィング国分営業所

【口述発表】
澤田　篤氏 株式会社フロンティア

谷　勇司氏 株式会社マルベリーさわやかセンター札幌豊平

白木一寛氏 パナソニックエイジフリー株式会社

佐藤祥真氏 フォレスト福祉用具サービス株式会社

明珍直也氏 株式会社ウィードメディカル

入江和幸氏 株式会社トップコーポレーション

杉本幸生氏 株式会社トーカイ中野営業所

２
０
１
９
年
６
月
17
日（
月
）、
本
会
は
一
般
社
団
法
人
日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会（
以
下
、

日
福
協
）と
共
催
で
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
し
て
初
の
試
み
で
あ
る
研
究
大
会
を
開
催

し
た（
於
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム〔
東
京
都
千
代
田
区
〕）。
発
表
者
は
本
会
と
日
福
協
の

会
員
よ
り
募
集
し
た
22
名（
組
）。
全
国
か
ら
３
４
８
名
の
参
加
申
込
み
が
あ
り
、
定
員
を
大

き
く
上
回
っ
た
た
め
、
急
遽
１
０
０
名
超
の
第
２
会
場
を
用
意
し
、
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
っ
た
。

各発表については、
座長より講評をいただきました。

【ポスター発表 座長】
東畠弘子氏

（国際医療福祉大学大学院 福祉支援工学分野教授）

金沢善智氏
（株式会社バリオン代表取締役）

【口述発表 座長】
小林　毅氏

（学校法人敬心学園大学開設準備室）

東　祐二氏（前掲）
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働
き
方
改
革

今
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た「
働
き
方
改
革
」の
改
正
法
。
皆
さ
ん
の
職
場
で
も

さ
ま
ざ
ま
な「
働
き
方
改
革
」が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は

働
く
人
や
事
業
主
さ
ん
が
知
っ
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
確
認
し
ま
す
。

が
あ
り
、
そ
の
労
使
協
定
で
定
め
た
範
囲

内
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
が
時
間
外
労
働
や
休
日
労
働
、
い
わ

ゆ
る「
残
業
」だ
。

働
き
方
改
革
の
法
改
正
で
は
、
長
時
間

労
働
を
解
消
す
る
観
点
か
ら
、
こ
の
36
協

定
で
定
め
る
時
間
外
労
働
や
休
日
労
働
に
、

法
律
上
の
上
限
を
設
け
た
。
こ
れ
ま
で
は

労
使
で
合
意
さ
え
す
れ
ば
、
36
協
定
に
お

い
て
限
度
な
く
時
間
外
労
働
等
の
上
限
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
改
正
後
は
次

頁
の
図
の
範
囲
内
で
し
か
時
間
外
労
働
等

が
で
き
な
く
な
る
。
上
限
を
超
え
て
労
働

さ
せ
た
会
社
側
に
は
罰
則
の
適
用
が
あ
り
、

過
労
死
事
案
な
ど
悪
質
な
ケ
ー
ス
で
は
送

検
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
時
間
外
労

働
が
多
い
会
社
で
は
、
な
ぜ
時
間
外
労
働

が
発
生
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
要
因
を
解

消
す
る
こ
と
は
可
能
か
、
そ
の
こ
と
で
業

務
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
る
か
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

一
方
で
、
働
く
人
側
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
労
働
時
間
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
。
勤
め
先
で
36
協
定
を

締
結
し
て
い
る
場
合
は
、
１
日
や
１
ヵ
月
、

１
年
で
そ
れ
ぞ
れ
何
時
間
ま
で
時
間
外
労

働
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
改
め
て
確
認

し
て
お
こ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
労
働
時

間
が
長
く
な
り
が
ち
な
人
は
、
人
手
不
足

や
業
務
量
が
多
い
職
場
で
あ
る
な
ど
、
個

人
で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
理
由
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
ず
は
で
き
る
こ

か
調
整
を
し
て
休
ん
で
ほ
し
い
。

会
社
側
と
し
て
は
、
次
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
ず
年
休
の
取
得
が
年
５
日
に

足
り
な
い
と
見
込
ま
れ
る
従
業
員
が
い
る

と
き
は
、
会
社
側
が
日
に
ち
を
指
定
し
て

で
も
、
１
年
の
期
間
内
に
取
得
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
会
社
側
は
一

方
的
に
日
に
ち
を
指
定
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
人
の
希
望
を
確
認
し
て
、
で
き
る
だ

け
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
う
し
た
義
務
を
履
行
す
る
た

め
に
も
、
会
社
側
は
従
業
員
一
人
ひ
と
り

の
年
休
の
取
得
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。
具
体
的
に
は
、
従
業
員

ご
と
に
年
休
を
付
与
し
た
日（
基
準
日
）や

付
与
日
数
、
取
得
日
数
な
ど
を
記
載
し
た

「
年
次
有
給
休
暇
管
理
簿
」を
作
成
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
だ
十
分
に
対
応
で
き
て
い

な
い
会
社
は
準
備
を
急
ご
う
。

Plu
s2

時
間
外
労
働（
残
業
）に
上
限

時
間
を
意
識
し
た
働
き
方
に

チ
ェ
ン
ジ

会
社
に
雇
用
さ
れ
て
働
く
人
の
１
日
の

労
働
時
間
は
、
基
本
的
に
８
時
間
が
上
限

と
さ
れ
る
。
同
じ
く
１
週
間
の
労
働
時
間

も
、
原
則
40
時
間
が
上
限
だ
。
会
社
側
が

こ
れ
以
上
に
労
働
さ
せ
る
に
は
、
従
業
員

の
過
半
数
代
表
者（
労
働
組
合
な
ど
）と
通

称
「
36
（
サ
ブ
ロ
ク
）
協
定
」
を
結
ぶ
必
要

51
・
１
％
）
の
向
上
を
図
る
た
め
で
、
そ

の
対
象
と
な
る
の
は
１
年
間
で
10
日
以
上

の
年
休
が
付
与
さ
れ
る
従
業
員
。
管
理
職

の
立
場
で
あ
っ
て
も
対
象
と
な
る
。
取
得

で
き
な
い
人
が
１
人
で
も
い
れ
ば
会
社
側

に
罰
則
の
適
用
が
あ
る
の
で
、「
忙
し
く

て
休
め
な
い
」「
休
ん
だ
ら
利
用
者
に
迷

惑
が
か
か
る
」
と
い
う
人
で
も
、
な
ん
と

Plu
s1

年
次
有
給
休
暇
は

年
５
日
の
取
得
が
必
須
に

今
年
４
月
１
日
か
ら
、
年
次
有
給
休

暇
（
年
休
）
を
年
５
日
、
従
業
員
に
取
得

さ
せ
る
こ
と
が
会
社
側
の
義
務
と
さ
れ
た
。

低
迷
す
る
年
休
取
得
率
（
２
０
１
８
年
は



知
識
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ

年次有給休暇とは

法律上の取得要件

①６ヵ月継続勤務
②全労働日の８割以上を出勤

法律上の付与日数

継続勤務年数に応じて年10～20日
※短時間勤務や週所定労働日数１～４日の人は
　継続勤務年数に応じて１～15日

年次有給休暇取得義務のポイント

◦年５日取得させることが会社の義務に

◦期間は、年休の付与日から１年以内

◦５日に不足する分は、会社が取得日を指
定する（仮に３日を自発的に取得してい
る人には残り２日分を指定）

◦会社が年休取得日を指定するにあたって
は、その人の希望を確認して尊重する

◦半休を取得した場合は0.5日分とする

◦年末年始休暇や夏季休暇など、会社が年
休とは別に設けた特別休暇は、取得して
も５日のカウント対象外とする

知
っ
て

　
お
き
た
い！
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と
か
ら
始
め
て
、
労
働
時
間
を
短
く
す
る

努
力
を
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
上
限
規
制
は
、
す
で
に
大
企

業
で
今
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
。
中
小
企
業
で
は
、
来
年
の
２
０
２
０

年
４
月
の
施
行
だ
。

Plu
s3

同
一
労
働
同
一
賃
金

待
遇
差
に
は
合
理
的
な
説
明
を

働
き
方
改
革
に
お
け
る
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」
は
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

嘱
託
社
員
、
契
約
社
員
、
正
社
員
と
い
っ

た
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
務
内
容

等
が
同
等
な
ら
同
等
の
待
遇
を
、
違
う
の

で
あ
れ
ば
違
い
に
応
じ
た
待
遇
を
求
め
る

も
の
で
、
雇
用
形
態
を
理
由
と
す
る
不

合
理
な
待
遇
差
を
禁
止
す
る
。
施
行
は

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
。
中
小
企
業
は
１

年
遅
れ
て
２
０
２
１
年
４
月
と
な
る
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
い
う
用
語
を
見

る
と
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
、
た
と

え
新
人
で
あ
っ
て
も
ベ
テ
ラ
ン
と
同
じ
賃

金
が
も
ら
え
る
意
味
に
も
取
れ
る
が
、
決

し
て
そ
う
で
は
な
い
。
純
粋
な
職
務
内
容

と
と
も
に
、
責
任
の
程
度
や
職
務
に
お
け

る
人
材
配
置
の
変
更
範
囲
（
人
事
異
動
や

転
勤
の
有
無
な
ど
）、
能
力
、
経
験
、
職

務
の
成
果
や
貢
献
度
等
を
考
慮
し
て
、
待

遇
に
差
を
設
け
る
こ
と
自
体
は
問
題
な
い
。

要
は
、
な
ぜ
待
遇
差
が
生
じ
る
の
か
を
合

理
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
が
重
要
だ
。

た
と
え
ば
Ａ
さ
ん
は
夜
勤
を
担
当
す
る

か
ら
、
夜
勤
を
担
当
し
な
い
Ｂ
さ
ん
よ
り

賃
金
が
高
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
待
遇
差

の
程
度
は
別
に
し
て
、
合
理
的
だ
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん

と
も
に
夜
勤
を
含
め
て
同
様
の
仕
事
を
し

て
い
る
の
に
、
Ｂ
さ
ん
は
契
約
社
員
だ
か

ら
、
正
社
員
の
Ａ
さ
ん
よ
り
賃
金
が
低
い

と
な
る
と
、
不
合
理
な
待
遇
差
だ
と
い
う

可
能
性
が
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
会
社
側
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
賃

金
体
系
の
点
検
だ
。
基
本
給
、
昇
給
、
賞

与
、
各
種
手
当
等
に
正
社
員
と
非
正
社
員

と
で
待
遇
差
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
差
が

な
ぜ
あ
る
の
か
、
合
理
的
な
理
由
が
な
い

場
合
は
見
直
す
こ
と
も
含
め
て
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
。
同
様
に
従
業
員
に

実
施
す
る
研
修
や
、
従
業
員
が
利
用
で
き

る
更
衣
室
、
食
堂
等
の
福
利
厚
生
に
つ
い

て
も
、
正
社
員
と
非
正
社
員
と
で
待
遇
に

違
い
が
あ
れ
ば
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
を
検

討
し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
く
。

た
だ
、
待
遇
差
の
合
理
性
の
判
断
は
、

最
終
的
に
は
裁
判
所
が
行
う
の
で
、
従
業

員
が
自
分
の
待
遇
に
納
得
し
、
会
社
側
と

裁
判
で
争
う
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
カ
ギ
と
も
い
え
る
。
今

般
の
法
改
正
に
よ
り
、
正
社
員
で
は
な
い

従
業
員
の
求
め
に
応
じ
て
、
正
社
員
と
の

待
遇
差
の
内
容
や
そ
の
理
由
等
を
説
明
す

る
義
務
が
会
社
側
に
課
せ
ら
れ
る
。
待
遇

差
を
設
け
て
い
る
場
合
は
、
従
業
員
が
気

持
ち
よ
く
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
納
得
で

き
る
理
由
を
準
備
し
て
お
き
た
い
。

Plu
s4

困
っ
た
と
き
は
無
料
で
相
談

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
う
し
た
働
き
方
改
革
の
支
援
に
向
け

て
、
政
府
は
全
都
道
府
県
に
「
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い

る
。
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
労
務
管
理

の
専
門
家
が
、
時
間
外
労
働
の
削
減
や
同

一
労
働
同
一
賃
金
へ
の
対
応
な
ど
に
関
す

る
相
談
に
無
料
で
応
じ
、
ア
ド
バ
イ
ス
や

訪
問
支
援
等
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

働
き
方
改
革
に
行
き
詰
ま
っ
た
と
き
は
、

最
寄
り
の
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
）

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/

seisakunitsuite/bunya/0000198331.
htm

l

時間外労働・休日労働の上限＊1

月の時間外労働の上限（原則） 45時間以内
左の上限に加えて、

・休日労働を含め月100時間未満

・休日労働を含め直近2ヵ月～ 6ヵ月
の平均すべてが80時間以内

年の時間外労働の上限（原則） 360時間以内

臨時的かつ特別な事情が
ある場合の上限（例外）＊2 年720時間以内

＊1 医師や自動車運転業、建設業などで一部例外あり
＊2 36協定に規定することで、年６か月までに限り月45時間を超えて時間外労働をさせることができる

中小企業の定義
①資本金や出資金、②常時使用する従業員数
いずれかが以下の基準を満たしていれば、中小企業に該当します。

業種 資本金等・常時使用する
従業員数の要件

小売業 	 5,000万円以下	 または	 50人以下

サービス業
（介護） 	 5,000万円以下	 または	100人以下

卸売業 	 １億円以下	 または	100人以下

その他の産業 	 ３億円以下	 または	300人以下
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す
を
玄
関
ホ
ー
ル
に
置
い
て
手
す
り
を

使
っ
て
上
が
り
框
を
降
り
、
屋
外
用
車
い

す
へ
玄
関
で
移
乗
し
て
い
る
。
玄
関
ド
ア

の
開
閉
等
に
は
一
部
介
助
が
必
要
だ
が
、

家
族
や
介
助
者
の
協
力
を
得
て
外
出
の
機

会
が
増
え
た
。

排
泄
動
作
も
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
が
出
て
、

ト
イ
レ
入
口
で
車
い
す
か
ら
降
り
て
、
ト

イ
レ
内
は
手
す
り
の
み
で
す
べ
て
の
動
作

が
自
立
し
た
。
訪
問
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
を

継
続
し
、
さ
ら
に
経
済
的
に
も
自
立
で
き

る
よ
う
に
仕
事
探
し
を
始
め
た
。

こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
自
立
の
可
能
性

が
あ
る
の
に
環
境
が
整
わ
な
い
た
め
に
、

排
泄
、
入
浴
、
外
出
等
日
常
生
活
動
作
に

制
限
を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
Ｓ   

さ
ん
は
リ
ハ
ビ
リ
を
き
っ
か
け
に
自
立
し

た
い
と
い
う
目
標
が
で
き
た
こ
と
で
住
宅

改
修
を
行
い
、
排
泄
の
自
立
、
入
浴
等
衛

生
環
境
の
改
善
、
外
出
の
機
会
の
増
加
、

さ
ら
に
経
済
的
自
立
を
目
指
す
と
い
う
結

果
に
つ
な
が
っ
た
。

だ
っ
た
。
Ｓ
さ
ん
は
初
回
訪
問
時
は
段
差

昇
降
を
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
し
て
か
ら
３
か
月

が
経
過
し
、
介
助
が
あ
れ
ば
上
が
り
框
２

段（
２
２
０
㎜
＋
１
２
０
㎜
）の
昇
降
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

当
初
、
い
す
式
昇
降
機
を
予
定
し
て
い

た
が
、
Ｓ
さ
ん
の
機
能
回
復
の
状
況
か
ら
、

改
修
内
容
を
手
す
り
の
取
り
付
け
に
変
更

し
た
。
玄
関
の
靴
箱
上
に
横
手
す
り
、
上

が
り
框
に
設
置
式
手
す
り
を
取
り
付
け
た

（
写
真
Ｅ
、
Ｆ
）。

そ
の
他
、
給
湯
器
を
石
油
式
か
ら
ガ
ス

式
へ
交
換
し
、
床
材
等
の
傷
ん
で
い
た
箇

所
と
下
地
の
補
修
を
行
っ
た
。

な
お
、
工
事
費
用
は
日
常
生
活
用
具
給

付
等
事
業
の
住
宅
改
修
の
項
目
と
自
己
負

担
で
賄
っ
た
。

●
自
立
の
可
能
性
を
住
宅
改
修
で
現
実
に

Ｓ
さ
ん
は
ア
プ
ロ
ー
チ
の
整
備
と
合
わ

せ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
で
一
旦
低
下
し
た
両
上

下
肢
、
体
幹
等
の
筋
力
が
徐
々
に
回
復
し

て
き
て
、
門
ま
で
車
い
す
で
自
走
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
外
出
時
は
屋
内
用
車
い

前
号
で
は
、
中
途
障
害
を
負
っ
た
Ｓ
さ

ん
の
住
宅
改
修
を
取
り
上
げ
た
。
排
泄
と

入
浴
の
自
立
を
目
指
し
て
水
廻
り
を
改
修

し
、
屋
内
の
段
差
解
消
な
ど
の
移
動
を
支

援
す
る
改
修
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
改
修

に
よ
り
、
Ｓ
さ
ん
の
自
立
へ
の
意
欲
が
高

ま
っ
て
、
外
出
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
が

次
の
目
標
と
な
っ
た
。

今
号
で
は
、
Ｓ
さ
ん
が
外
出
の
自
立
を

目
指
す
環
境
整
備
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

●
門
か
ら
玄
関
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ

Ｓ
さ
ん
と
家
族
の
希
望
は
、
門
か
ら
玄

関
ま
で
ア
プ
ロ
ー
チ
が
飛
び
石
状
で
（
写

真
Ａ
）、
車
い
す
の
介
助
が
大
変
な
た
め
、

平
ら
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ

の
対
応
と
し
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
は
敷
石

を
撤
去
し
て
植
栽
を
整
理
し
た
後
、
幅

９
０
０
㎜
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
、
刷

毛
引
き
仕
上
げ
と
し
た（
写
真
Ｂ
、
Ｃ
）。

●
玄
関
に
手
す
り
を
設
置

ま
た
、
玄
関（
写
真
Ｄ
）で
Ｓ
さ
ん
が
楽

に
上
が
り
框
の
昇
降
や
車
い
す
へ
移
乗
す

る
方
法
を
提
案
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と

住
宅
改
修
事
例

中
途
障
害
者
の

自
立
を
目
指
し
た
住
宅
改
修

外
出
編

DATA

スタジオ・ヴォイス代表
市瀬敬子さん

1995年から高齢者・障害者
の住宅設計・リフォームに携
わる。2002年、二級建築士
事務所スタジオ・ヴォイス設
立。2006年、NPO法人世
田谷福祉住環境コーディネー
ター研究会（せたふく）設立。

『 福祉住環境コーディネー
ター検 定 試 験2級・１級 公
式テキスト』（東京商工会議
所編）、『住環境のバリアフ
リー・ユニバーサルデザイン』

（彰国社）に事例提供。

建物概要

専用住宅　木造2階建て1階部分改修　築40年

対象者

40代女性。病気の後遺症で両側下肢不全麻痺、下肢・
体幹筋力低下による歩行障害。父母と同居。
ADL

屋内では車いす自走、一部介助。屋外は車いす介助、
通院・通所は父親が車で送迎をしている。歩行はつか
まるところがあれば、数歩は可能。更衣・整容、食事、
服薬管理等は自立。視力、聴力も問題なし。自分の意
思の発現、他者とのコミュニケーションは問題なし。
介護サービス等：居宅介護（入浴介助等） ２回／週
訪問リハ・通所リハ 各１回／週

設計・施工のポイント
≫Sさんはリハビリを積極的に行って
いて筋力も徐々についてきたので、
排泄、入浴、屋内移動、外出等で
きるだけ自立できるように計画。合
わせて古くなった設備、床・壁下
地、断熱材を更新した。

≫機能回復の訓練中なので、進展を
見ながらプランを合わせていくこと
とした。

≫２週間の工期中、連続して工事に
入るためにSさんにショートステイ
をお願いした。
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DATA

改
修
前

改
修
前

改
修
後

改
修
後

A

D

B

E

C

アプローチの環境整備

玄関の改修

改修後図面

F

BC

FE



8F U K U S E N  R E P O R T ふくせん活動のお知らせ

※
詳
細
は
ふ
く
せ
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
イ
ベ
ン
ト
②　

ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議

日
時
／
９
月
25
日（
水
）

　
　
　

14
時
00
分
～
15
時
30
分

会
場
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
に
同
じ

対
象
／
ふ
く
せ
ん
ブ
ロ
ッ
ク
役
員

︻
テ
ー
マ
︼　

「
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
に
つ
い
て
」

日
時
／
11
月
14
日（
木
）

　
　
　

18
時
30
時
～
20
時
30
分

会
場
／
成
城
ホ
ー
ル

　
　
　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

来
る
９
月
25
日
（
水
）
～
27
日
（
金
）
に
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
る
Ｈ
．Ｃ
．

Ｒ
．２
０
１
９
。
本
会
は
、
ブ
ー
ス
出
展

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
左
記
の
通
り
開
催
い

た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
ふ
く
せ
ん
ブ
ー
ス
は
⋮

西
３
ホ
ー
ル
／
出
版
・
福
祉
機
器
情
報

ゾ
ー
ン
／
小
間
番
号
W
３
︱
０
０
８

◆
イ
ベ
ン
ト
①　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
／
９
月
25
日（
水
）

　
　
　

11
時
00
分
～
12
時
30
分

会
場
／
株
式
会
社
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

　
　
　

会
議
棟
７
F　

７
０
３
号
室

株式会社モルテン

株式会社ケープ

ラックヘルスケア株式会社

シーホネンス株式会社

株式会社松永製作所

公益財団法人テクノエイド協会

株式会社カワムラサイクル

株式会社幸和製作所

アロン化成株式会社

パナソニックエイジフリー株式会社

株式会社社会保険研究所

株式会社ミキ

パラマウントベッド株式会社

日進医療器株式会社

株式会社ランダルコーポレーション

株式会社タイカ

KDDI株式会社

株式会社島製作所

株式会社豊通オールライフ

株式会社ウェルファン

株式会社イーストアイ

株式会社星光医療器製作所

徳武産業株式会社

矢崎化工株式会社

株式会社ウィズ

パラマウントケアサービス株式会社

中央法規出版株式会社

株式会社シコク

株式会社スマート

株式会社タマツ

RT.ワークス株式会社

小宮山印刷株式会社

株式会社プラッツ

シンエイテクノ株式会社

積水ホームテクノ株式会社

ビズネット株式会社

株式会社ニシケン

東京商工会議所

株式会社モリトー
※令和元年8月30日現在。入会順に掲載しています。
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賛助会員の皆様、
いつもありがとうございます

第
１
部　

世
田
谷
区
よ
り
講
演

　
　
　
　

ふ
く
せ
ん
よ
り
報
告

第
２
部　
（
講
師
）厚
生
労
働
省
老
健
局

　
　
　
　

高
齢
者
支
援
課

　
　
　
　

課
長
補
佐　

畑
憲
一
郎
氏

※
入
場
無
料

鳥
取
県
会
場（
９
／
10
〜
12
）、
福
岡
県

会
場
（
9
／
20
〜
22
）、
三
重
県
会
場
（
10

／
23
～
25
）、
大
阪
府
会
場
（
12
／
5
〜

7
）、
茨
城
県
会
場
（
12
／
6
、
7
、
12
）

を
始
め
、
各
地
で
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

詳
細
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

第
46
回
国
際
福
祉
機
器
展

（
Ｈ
．Ｃ
．Ｒ
．２
０
１
９
）

世
田
谷
区
講
演
会（
東
京
都
）

福
祉
用
具
専
門
相
談
員

更
新
研
修（
ふ
く
せ
ん
認
定
）


